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PlanAhead ソフ トウェア チュート リアル : 
デザインの保持

概要

このチュート リ アルでは、 デザイン保持フローの概要について次の手順に分けて説明します。

• エラボレート されたレジスタ転送レベル (RTL) デザインでパーティシ ョ ンおよび Pblock を
定義

•  Xilinx® Synthesis Technology (XST) インク リ メンタル合成を使用して合成

• パーティシ ョ ン済みデザインをインプリ メン ト

• 問題のなかったインプリ メンテーシ ョ ン結果をプロモート

• 最上位レベルのパーティシ ョ ンをアップデート

• 変更のないパーティシ ョ ンをインポート中に修正済み最上位レベルの合成と インプリ メンテー

シ ョ ンを再実行

PlanAhead™ ソフ ト ウェアの解析機能の詳細は、 ほかのチュート リ アルで紹介しています。 すべて

のコマンド  オプシ ョ ンについて説明されているわけではりあせん。 

チュート リアルの目標

このチュート リ アルでは、 PlanAhead ソフ ト ウェアを使用したパーティシ ョ ンとデザイン保持フ

ローについて説明します。

はじめに 

ソフ トウェア要件

PlanAhead ソフ ト ウェアは、 ISE® Design Suite ソフ ト ウェアをインス トールする と インス トール

されます。チュート リ アルを始める前に、PlanAhead が起動できるか、チュート リ アル デザイン デー

タがインス トールされているかを確認して ください。 

インス トール方法およびその詳細は、 付録 A 「その他のリ ソース」 に示される 『ISE Design Suite :
インス トールおよびライセンス  ガイ ド』 (UG798) を参照してください。

http://japan.xilinx.com
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チュート リアルの手順

ハードウェア要件

大規模デバイスで PlanAhead ソフ ト ウェアを使用するには、2GB 以上の RAM が推奨されます。こ

のチュート リ アルでは、小型の XC6VLX75T デザインを使用し、1 度に開く こ とができるデザイン

数を制限していますので、 1GB で十分ですが、 パフォーマンスに影響のでるこ と もあ り ます。

チュート リアル デザインの説明

このチュート リ アルで使用されるサンプル デザインには、合成結果が 2 セッ ト含まれます。1 つは、

標準的な ト ップ ダウン合成フローを使用しており、フラ ッ ト  インプリ メンテーシ ョ ンに使用されま

す。 も う  1 つは、 インク リ メンタル合成フローを使用しており、 デザイン保持フローに使用されま

す。 これには、 パーティシ ョ ン分割されるモジュール インスタンスのネッ ト リ ス トがそれぞれ含ま

れます。 このチュート リ アルで使用されるデザインには、 次が含まれます。

• RISC プロセッサ

• FFT

• ギガビッ ト  ト ランシーバ

• パーティシ ョ ン分割される  USB ポート  モジュール 2 つ

• xc6vlx75tff784 デバイス

ハード ウェア リ ソースやチュート リ アルにかかる時間、データ  サイズを節約するために、小型のデ

ザインを使用しています。 

チュート リアル デザイン ファイルのディ レク ト リ

このチュート リ アルでは、PlanAhead ソフ ト ウェアのプロジェク ト例に含まれるデザイン データを

使用します。 このデータは、 次からも入手できます。

1. 次のいずれかから、 PlanAhead_Tutorial.zip ファ イルをダウンロード します。

• PlanAhead ソフ ト ウェア インス トールのプロジェク ト例のディレク ト リ  :
<ISE_install_area>/PlanAhead/testcases/

• ザイ リ ンクスのウェブサイ ト  :
http://japan.xilinx.com/support/documentation/dt_planahead_planahead13-1_tutorials.htm

2. 書き込み権のあるディ レク ト リに ZIP ファ イルを抽出します。 

解凍された PlanAhead_Tutorial データ  ディ レク ト リは、このチュート リ アルでは <Extract_Dir> と
記述します。

チュート リ アルのサンプル データは、チュート リ アルを実行中に変更されます。各チュート リ アル

を実行する前に、 まず元の PlanAhead_Tutorial データのコピーを取っておいてください。 

チュート リアルの手順

このチュート リ アルは、 次の手順で構成されています。

「手順 1 : 既存の PlanAhead RTL プロジェク ト を開いて RTL デザインを確認」

「手順 2 : パーティシ ョ ンの設定と  Pblock の描画」

「手順 3 : デザインの合成およびインプリ メンテーシ ョ ン」

「手順 4 : 問題なく インプリ メン ト されたパーティシ ョ ンのプロモート 」

http://japan.xilinx.com/cgi-bin/SW_Docs_Redirect/sw_docs_redirect?locale=jp&ver=13.1&topic=planahead+tutorials
http://japan.xilinx.com
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手順 1 : 既存の PlanAhead RTL プロジェク ト を開いて RTL デザインを確認

「手順 5 : 最上位レベルのパーティシ ョ ンの RTL のアップデート 」

「手順 6 : パーティシ ョ ンのインポート中の最上位レベルの再合成および再インプリ メン ト 」

手順 1 : 既存の PlanAhead RTL プロジェク ト を開いて RTL デザインを
確認

このチュート リ アルでは、既存の PlanAhead ソフ ト ウェア プロジェク ト を使用するこ とで、デザイ

ン保持の手順にのみ焦点を置いて説明します。実際のデザインでは、New Project ウ ィザードを使用

して RTL またはネッ ト リ ス ト  ベースのプロジェク ト を作成して ください。 PlanAhead ソフ ト ウェ

アの 13.1 およびそれ以降のバージ ョ ンでは、 パーティシ ョ ンを含む RTL プロジェク トがサポート

されています。

既存の PlanAhead RTL プロジェク ト を開く

1. PlanAhead ソフ ト ウェアを起動します。

• Windows の場合、 Xilinx® PlanAhead 13 のデスク ト ップ アイコンをダブルク リ ッ クする

か、 [ス ター ト ] → [プロ グ ラ ム] → [Xilinx ISE Design Suite 13.1] → [PlanAhead] →
[PlanAhead] をク リ ッ ク します。

• Linux の場合は、 <ISE_install_dir>/PlanAhead_Tutorial/

Tutorial_Created_Data ディ レク ト リに移動し、 planAhead と入力します。 

2. Getting Started ページの [Open Project] リ ンクをク リ ッ ク します。 

3. <Extract_Dir>/Projects/project_DP_RTL/project_DP_RTL.ppr を開きます。

プロジェク トが開いたら、[Project Manager] ビューが表示されます。[Sources] ウ ィンド ウでデザイ

ンのソースを確認し、 さまざまな VHDL および Verilog ファ イルと   top_full.ucf というユー

ザー制約ファイル (UCF) があるこ とを確認します。UCF には、既にタイ ミ ング制約と  I/O ピンの位

置が含まれています。

RTL デザインのエラボレーシ ョ ン

RTL プロジェク トのパーティシ ョ ンを定義するには、 [RTL Design] ビューを使用する必要があ り

ます。 [RTL Design] ビューに RTL コードがエラボレート されて開き、 デザイン階層が表示されま

す。 これは、 合成前のデザイン ビューで、 パーティシ ョ ンの定義や制約の作成に使用できます。

1. [Flow] → [RTL Design] をク リ ッ クするか、 PlanAhead ソフ ト ウェアの左側にある  Flow
Navigator から  [RTL Design] をク リ ッ ク します。 図 1-1 を参照してください。

ク リ ティカルな警告に関する メ ッセージが表示されます。

2. [OK] をク リ ッ ク し、 ポップアップ ウ ィンド ウを閉じます。

メモ : ク リ ティカルな警告 (Critical Warnings) - [RTL Design] ビューを開く と、UCF ファ イルが解

析されます。 [RTL Design] ビューは合成前のバージ ョ ンなので、 I/O バッファなど、 エラボレート

されたデザインにはない UCF ファ イルの制約がインスタンスに付いています。このため、こ ういっ

たメ ッセージが表示されるこ とが予測されますが、 無視しても問題あ り ません。

http://japan.xilinx.com
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手順 1 : 既存の PlanAhead RTL プロジェク ト を開いて RTL デザインを確認

X-Ref Target - Figure 1-1

図 1-1 : [RTL Design] ビューの表示

http://japan.xilinx.com
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手順 2 : パーティシ ョ ンの設定と  Pblock の描画

付録 A 「その他のリ ソース」 に示される 『PlanAhead ソフ ト ウェア チュート リ アル : デザイン解析

およびフロアプラン』 (UG676) による と、usbEngine インスタンスはタイ ミ ング ク リ ティカルなモ

ジュールであ り、 これらのインスタンスの問題なく インプリ メンテーシ ョ ンされた結果を保持して

おく と有益であるこ とがわかり ます。 ただし、 これだけではパーティシ ョ ンに向いている とは言え

ません。 これらがパーティシ ョ ンに向いているのは、 残りのデザイン部分から孤立しており、 イン

ターフェイス  タイ ミ ング (レジスタ付きの入力および出力) が適しているからです。 モジュールが

パーティシ ョ ンに向いているかど うかは、 DRC を使用して確認できます。 パーティシ ョ ン用のモ

ジュール インスタンスを選択する方法については、 付録 A 「その他のリ ソース」 に示される 『階層

デザイン手法ガイ ド』 (UG748) を参照してください。

パーティシ ョ ン分割されたインスタンスは、ほかのインスタンス と同様にフロアプランできます。ま

た、 Pblock (AREA_GROUP 制約) を作成するこ とで、 タイ ミ ング ク ロージャを達成し、 ランタイ

ムを改善しやすくな り ます。このチュート リ アルの UCF では、usbEngine の I/O ロジッ クがデバイ

スの左側に制約付けられています。 次の手順では、 2 つの usbEngine インスタンスに対して適切な

Pblock を作成する方法について説明します。

2 つの usbEngine インスタンスのパーティシ ョ ン設定

1. [RTL Design] ビューの [Netlist] タブで 2 つの usbEngine インスタンスを選択します。

2. 右ク リ ッ ク し、 [Set Prohibit] をク リ ッ ク します (図 1-2)。

パーティシ ョ ンと して設定する と、そのインスタンスのアイコンが  から   に変更されま

す。

X-Ref Target - Figure 1-2

図 1-2 : usbEngine インスタンスのパーティシ ョ ン設定

http://japan.xilinx.com
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手順 2 : パーティシ ョ ンの設定と  Pblock の描画

2 つの usbEngine インスタンスの Pblock の描画

この手順は合成結果には影響しないので、[Netlist Design] ビューの合成後のデザインで実行するこ

と もできます。 この場合、 リ ソース概算などの利点があるので、 Pblock のサイズを変更しやすくな

り ます。このチュート リ アルでは、[RTL Design] ビューから合成前のデザインで Pblock を描画し、

Pblock の描画方法について学びます。

1. [Netlist] ビューで usbEngine1 を右ク リ ッ ク し、 [Draw Pblock] をク リ ッ ク します (図 1-3)。

メモ : [Device] ビュー ツールバーから  [Draw Pblock] ボタン  を使用するこ と もできます。

2. [Draw Pblock] をオンにしたら、 カーソルを [Device] ビューに移動します。

3. CLB が開始するデバイスの左上端をク リ ッ ク し、 マウスのボタンを押した状態でド ラ ッグし、

デバイスの左上の区画のほとんどを含む長方形を囲みます (図 1-4)。

4. [New Pblock] ダイアログ ボッ クスで SLICE および RAMB36 グ リ ッ ドが選択されているかど

うか確認し、 必要のないほかのリ ソースの選択を解除します (図 1-4)。

使用可能な RAMB36 数 (括弧内に表示) が 36 であるこ とを確認します。長方形が 図 1-4 に表

示される領域を含んでいない場合は、この数値が 36 よ り小さ くな り、デザインが配置エラーに

なり ます。

5. [OK] をク リ ッ ク します。

X-Ref Target - Figure 1-3

図 1-3 : [Draw Pblock] の選択

http://japan.xilinx.com
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手順 2 : パーティシ ョ ンの設定と  Pblock の描画

こ こで重要なのは、使用可能な RAMB36 リ ソースの数です。図 1-5 のよ うに Pblock の長方形

が RAMB36 を完全に含んでいないと、 リ ソースの数が必要な 36 未満になる可能性があ り ま

す。 この場合は、 Pblock の長方形のサイズを調整する必要があ り ます。

6. 左下の区画の usbEngine0 で手順 1 ～ 5 を繰り返します。

完了したフロアプランは、 図 1-5 のよ うになるはずです。

X-Ref Target - Figure 1-4

図 1-4 : usbEngine1 の Pblock 長方形

http://japan.xilinx.com
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手順 2 : パーティシ ョ ンの設定と  Pblock の描画

X-Ref Target - Figure 1-5

図 1-5 : Pblocks の usbEngine0 および usbEngine1 の完了したフロアプラン
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手順 3 : デザインの合成およびインプリ メンテーシ ョ ン

こ こまでで、 デザインのパーティシ ョ ンが定義され、 必要な制約がすべて作成されたので、 合成お

よびインプリ メンテーシ ョ ンを実行できます。 パーティシ ョ ンはエラボレート されたハード ウェア

記述言語 (HDL) デザインで定義したので、 XST で認識され、 インク リ メンタル フローが実行され

ます。これによ り、定義されたパーティシ ョ ンごとに NGC ファ イルが作成されます。これらのネッ

ト リ ス トには、 モジュールの複数インスタンスが別のパラ メータで合成されるよ うに、 異なる名前

が付きます。この場合、合成によ り次の NGC ファ イルが <project_name>.runs/synth_1 ディ

レク ト リに生成されます。

• top.ngc

• usbEngine0#usbf_top.ngc

• usbEngine1#usbf_top.ngc

ボ ト ムアップ合成またはサードパーテ ィのインク リ メ ンタル合成フローを使用する場合、 合成は

PlanAhead 外で実行できます。 この場合、PlanAhead のネッ ト リ ス ト  プロジェク ト をこのチュート

リ アルで示す RTL プロジェク トの代わりに使用します。

合成の実行

1. 合成を開始するには、Flow Navigator の [Synthesize] ボタンをク リ ッ ク します。特定の XST オ
プシ ョ ンを設定したり、パーティシ ョ ンの設定を確認するには、[Synthesize] ボタンの右側のド

ロ ップダウン メニューを使用できます。 ド ロ ップダウン リ ス トから  [Synthesis Settings] をク

リ ッ ク します。 このデザインでは、 デフォルトのまま使用しますので、 図 1-6 に示す大きな緑

の [Synthesis] ボタンをク リ ッ ク します。 

2. まだデザインを保存していない場合は、ポップアップ ウ ィンド ウで [Save] をク リ ッ ク して、合

成を実行する前にパーティシ ョ ンとフロアプランの変更を保存しておきます。

X-Ref Target - Figure 1-6

図 1-6 : XST インクリ メンタル合成の実行
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パーテ ィシ ョ ンの DRC 実行

デザイン ルール チェッ ク  (DRC) は RTL デザインで実行できますが、この段階でチェッ クできるこ

とには限りがあ り ます。それでも、インプリ メンテーシ ョ ン前に DRC は実行しておく必要があ り ま

す。 実行するには、 [Netlist Design] ビューを開いて、 パーティシ ョ ン別に DRC を実行します。

1. [Netlist Design] ビューは、 Flow Navigator で [Netlist Design] をク リ ッ クする と開きます。 こ

のビューには合成結果が表示され、 その他の DRC チェッ ク  ボッ クスができるよ うになってい

ます。

2. Flow Navigator の [Netlist Design] の下で [Run DRC] をク リ ッ ク します (または [Tools] →
[Run DRC] をク リ ッ ク します)。

3. [Run DRC] ダイアログ ボッ クスで [Partition] 以外のルールをすべてオフにして、 [OK] をク

リ ッ ク します (図 1-7)。

メモ : DRC の結果、 アドバイザリ  メ ッセージが表示されます。 PlanAhead からは、 DRC ルールに

対してアドバイザリ、警告、エラー、致命エラー、 といったメ ッセージが表示されます。 このチュー

ト リ アルでは、アドバイザリ  メ ッセージは無視しますが、実際のデザインの場合は、DRC でレポー

ト される メ ッセージはすべて必要に応じて処理する必要があ り ます。

インプリ メンテーシ ョ ンの実行

この段階で、インプリ メンテーシ ョ ンが実行できるよ うになっています。パーティシ ョ ンを含むこの

デザインをインプリ メン トする場合、 1 つ余分な手順を実行して、 パーティシ ョ ンを定義して DRC
チェッ ク  ボッ クスを実行する必要があり ます。このデザインは階層を使用して作成されているので、

パーティシ ョ ンを使用して動作するよ うに変更する必要はあり ませんが、 パーティシ ョ ン デザイン

を問題なく実行するには、 合成またはインプリ メンテーシ ョ ン ツールを使用するのではなく、 RTL

X-Ref Target - Figure 1-7

図 1-7 : パーティシ ョ ンの DRC の実行
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デザイン段階で多くの処理をしておく必要があ り ます。 推奨される階層デザインについては、 付

録 A 「その他のリ ソース」 に示される 『階層デザイン手法ガイ ド』 を参照して ください。

このチュート リ アルでは、 <Extract_Dir>/Projects/project_DP_RTL_implemented/

project_DP_RTL_implemented.ppr の合成およびインプリ メンテーシ ョ ン結果を含むプロ

ジェク ト を使用して、 インプリ メンテーシ ョ ン ランタイムを削減するこ とができます。

この場合、 [File] → [Open Project] をク リ ッ ク してインプリ メンテーシ ョ ンの終了した結果を開き

ます。 この手順を飛ばした場合は、 「手順 4 : 問題なく インプリ メン ト されたパーティシ ョ ンのプロ

モート 」 に進んでください。

1. Flow Navigator で [Implement] をク リ ッ ク します。

2. [Report] タブをク リ ッ クする と、すべての ISE® インプリ メンテーシ ョ ン レポート  ファ イルの

リ ス トが表示されます。各プロセスが終了するに従って、関連するレポート  ファ イルが開ける

よ うにな り ます。

3. NGDBuild が終了したら、 [NGDBuild Report] をク リ ッ ク してレポート  ファ イルを開きます。

レポート  ファ イルの一番下までスクロールし、 パーティシ ョ ン情報を確認します (図 1-8)。

この情報はすべてのレポート  ファ イル (NGDBuild、MAP、PAR) に表示されます。 これによ り、指

定した run のすべてのパーティシ ョ ンのステータスを簡単に確認できます。

X-Ref Target - Figure 1-8

図 1-8 : レポート  ファイルのパーティシ ョ ン情報ステータス
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手順 4 : 問題な く インプリ メン ト されたパーティシ ョ ンのプロモート

インプリ メンテーシ ョ ンが問題なく終了したら、 その結果をプロモートできます。 結果をプロモー

トする と、 <project_name>.promote\X<run_name> (例 : project_DP_RTL.promote
\Ximpl_1) のインプリ メンテーシ ョ ン ディ レク ト リのコピーが作成されます。 

PlanAhead では、プロモート された最新の run が追跡され、ステートが自動的に変更され、プロモー

ト されたパーティシ ョ ンのディ レク ト リからインポート されます。 これらは、すべて PlanAhead か
ら手動で管理できます。

問題のなかったインプリ メンテーシ ョ ン結果をプロモート

1. インプリ メンテーシ ョ ンが終了したら、[Implementation Completed] ダイアログ ボッ クスが表

示されます (図 1-9)。

2. [Open Implemented Design] をオンにし、 [OK] をク リ ッ ク します。 

オプシ ョ ンはほかにもあ り ます。 [Promote Partitions] をオンにする と、結果がこ こでプロモー

ト されますが、 このチュート リ アルでは別の方法を使用します。

[Implementation Completed] ダイアログ ボックスが表示されない場合は、 Flow Navigator で

[Implemented Design] をク リ ッ クして完了したプロジェク ト  (project_DP_RTL_implemented) 
を読み込むこ と もできます。

3. 最終的なタイ ミ ング スコアや詳細なタイ ミ ング レポート を確認して、結果が問題ないかど うか

検証します (図 1-10)。 タイ ミ ング スコアが 0 で、 リ ス ト されているワース ト  パスのスラ ッ ク

がまだ正の値であるこ とに注意して ください。 また、図 1-10 に示すよ うに、 2 つの usbEngine
インスタンスのロジッ クが緑とオレンジでハイライ ト されています。 これは、 インスタンスの

配置が AREA_GROUP で制御されたこ とを示します。 これら  2 つのインスタンスのプリ ミ

ティブをハイライ トするには、 [Netlist] ビューで 2 つのインスタンスを選択し、 右ク リ ッ クで

[Highlight Primitives] をク リ ッ ク します。

X-Ref Target - Figure 1-9

図 1-9 : [Implementation Completed] ダイアログ ボックス
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4. Flow Navigator で [Promote Partitions] をク リ ッ ク し、合成およびインプリ メンテーシ ョ ン結果

をプロモート します (図 1-11)。

プロモートする際に [RTL Design] ビューが開いていないと、 このビューを開くかど うか尋ね

る メ ッセージが表示されます。 [OK] をク リ ッ ク します。 

メモ : これによ り、 7 ページの 「RTL デザインのエラボレーシ ョ ン」 に示すク リ ティカルな警

告が表示されるこ とがあ り ます。 

X-Ref Target - Figure 1-10

図 1-10 : 問題のなかったインプリ メンテーシ ョ ン結果の確認
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5. 2 つの usbEngine インスタンスが合成およびインプリ メンテーシ ョ ン用にプロモート されるよ

うにオンになっているこ とを確認します (図 1-12)。  

最上位レベルのパーティシ ョ ンはデフォルトでは選択されませんが、 このパーティシ ョ ンはそ

の他のパーティシ ョ ンと同様にプロモートできます。 このチュート リ アルでは、 最上位レベル

のパーティシ ョ ンをこの後アップデートするので、 こ こでプロモートする必要はあ り ません。

6. [OK] をク リ ッ クし、2 つの usbEngine パーティシ ョ ンをプロモート します。オプシ ョ ンで、プロ

モート されたデータに関する詳細を入力するこ と もできます。 [Automatically manage Partition
action and import location] がオンになっているこ と も確認してください。 これをオンにしておく

と、PlanAhead ソフ ト ウェアでパーティシ ョ ン ステートがアップデート され、次の合成およびイ

ンプリ メンテーシ ョ ン run のディレク ト リ をインポートできるよ うになり ます。 オフになってい

る場合は、 ユーザーがこれらの属性を管理する必要があり ます。

X-Ref Target - Figure 1-11

図 1-11 : プロモート  パーティシ ョ ン
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7. パーティシ ョ ンをプロモートする と、 次の表示が変更されます (図 1-13)。

• [RTL Design] ビューに [Promoted Partitions] タブが表示される

• [Synthesis Setting] および [Implementation Setting] ダイアログ ボッ クスの [Specify
Partitions] ボッ クスで usbEngine インスタンスの [Action] が [Import] に変更される  

メモ : [Synthesis  Setting] または [Implementation Setting] ダイアログ ボッ クスは、[Synthesize] ボ
タンまたは [Implement] ボタンの右側のプルダウン 目メニューをク リ ッ クする と表示できます。

[Specify Partitions] ダイアログ ボッ クスは、 こ こから表示できます。

X-Ref Target - Figure 1-12

図 1-12 : [Promote Partitions] ダイアログ ボックス
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X-Ref Target - Figure 1-13

図 1-13 : プロモート されたパーティシ ョ ン
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手順 5 : 最上位レベルのパーティシ ョ ンの RTL のアップデート

問題のなかった合成およびインプリ メンテーシ ョ ン結果がプロモート されたので、 次はデザインに

変更を加えます。 たとえば、新機能、 バグ修正またはパイプライン レジスタ といった変更を加える

こ とができます。 このチュート リ アルでは、Top パーティシ ョ ンのモジュールに少し変更を加え、 2
つのタイ ミ ング ク リ ティカルな usbEngine パーティシ ョ ンは保持したまま、 その変更されたパー

ティシ ョ ン (この場合 Top) の合成およびインプリ メン ト を実行し直します。

VHDL ファイルまたは 1200_defins.v を変更します。

1. Flow Navigator で [Project Manager] をク リ ッ ク し、 [Project Manager] ビューを開きます。

2. [Sources] ウ ィンド ウでファ イルのリ ス ト をスク ロールして、 Verilog ヘッダ ファ イルの

or1200_defines.v を見つけます。

3. or1200_defines.v をダブルク リ ッ ク し、 テキス ト  エディ ターを開きます (図 1-14)。

4. 807 行目までスク ロール ダウンし、スラ ッシュ  2 つ (//) をこの行の始めに挿入してコ メン ト  ア
ウ ト します。 

//`define OR1200_OR32_MOVHI             6'b000110 

5. 次に、 808 行目の始めのスラ ッシュ  2 つ (//) を削除して、 この行のコ メン ト を解除します。 

`define OR1200_OR32_MOVHI             6'b000111

6. テキス ト  エディ ターで右ク リ ッ ク し、 [Save File] をク リ ッ ク して変更を保存します。 

右上端に [Synthesis & Implementation Out-of-date] という ステータスが表示されるはずです。これ

は、 ソース  ファ イルが変更され、 合成およびインプリ メンテーシ ョ ン結果がデザインの最新バー

ジ ョ ンを反映していないこ とがソフ ト ウェアで認識されているこ とを示します。

X-Ref Target - Figure 1-14

図 1-14 : or1200_defines.v のアップデート  
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手順 6 : パーティシ ョ ンのインポート中の最上位レベルの再合成および再
インプリ メン ト

この段階までで、パーティシ ョ ンを定義し、 Pblock を定義し、デザインを合成およびインプ リ メン

ト し、 2 つの usbEngine インスタンスをプロモート し、 最上位レベルのパーティシ ョ ンに変更を加

えました。 次は、 その修正した最上位レベルのパーティシ ョ ンを、 同じ配置配線結果のコピーを維

持したままでインプリ メン ト し直します。

こ の チ ュ ー ト リ ア ル で は、 <Extract_Dir>/Projects/project_DP_RTL_imported/

project_DP_RTL_imported.ppr の合成およびインプリ メンテーシ ョ ン結果を含むプロジェク

ト を使用して、 インプリ メンテーシ ョ ン ランタイムを削減するこ とができます。

この場合、 [File] → [Open Project] をク リ ッ ク してインプリ メンテーシ ョ ンの終了した結果を開き

ます。

合成のパーティシ ョ ン属性の確認

1. Flow Navigator の [Synthesize] ボタンのプルダウン メニューから  [Synthesis Settings] をク

リ ッ ク します。

2. [Synthesis Settings] ダイアログ ボッ クスで [Specify Partitions] ボタンをク リ ッ ク し、 図 1-15
のウ ィンド ウを開きます。

3. 最上位レベルのパーティシ ョ ンが [Implement] に、 2 つの usbEngine パーティシ ョ ンが

[Import] に設定されているのを確認します。 [OK] をク リ ッ ク します。

4. [Save] をク リ ッ ク し、 [Synthesis Settings] ダイアログ ボッ クスを閉じます。

X-Ref Target - Figure 1-15

図 1-15 : パーティシ ョ ン属性の確認
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インプリ メンテーシ ョ ンのパーティシ ョ ン属性の確認 
1. 上記の 1 ～ 4 を繰り返し、 インプリ メンテーシ ョ ン設定を確認します。 Flow Navigator の

[Implement] ボタンのプルダウン メニューから  [Implementation Settings] をク リ ッ ク します。

合成およびインプリ メンテーシ ョ ンの実行

1. Flow Navigator で [Implement] をク リ ッ ク し、 インプ リ メンテーシ ョ ンを実行します。合成結

果が最新ではないので、 まず最初に合成を開始するかど うかを尋ねる メ ッセージが表示されま

す。 [Yes] をク リ ッ ク して合成と インプリ メンテーシ ョ ンを実行します。

2. 2 つの usbEngine パーティシ ョ ンがインポート され、 すべてのタイ ミ ング制約が満たされてい

るこ とを確認します。 NGDBuild、 MAP、 PAR レポートのパーティシ ョ ン ステータスのセク

シ ョ ンを確認します (図 1-16)。

まとめ

このチュート リ アルでは、パーティシ ョ ンを定義し、 Pblock 制約をせく静止、合成と インプ リ メン

テーシ ョ ンを実行しました。 次にタイ ミ ングが満たされたこ とを確認し、 問題のなかった結果を今

後繰り返しインポート して使用できるよ うにプロモート しました。この後、最上位モジュールをアッ

プデート したので、合成と インプリ メンテーシ ョ ンを実行し直す必要があ り ましたが、USB コアは

変更せずにインポート したので、 同じ配置配線結果が維持されました。 この 2 つの大きなタイ ミ ン

グ ク リ ティカル コアのタイ ミ ング結果は保証されているので、usbEngine インスタンスに変更を加

えなければ、 今後繰り返し使用するこ とができます。

X-Ref Target - Figure 1-16

図 1-16 : レポート  ファイルのパーティシ ョ ン情報ステータス

http://japan.xilinx.com


24 japan.xilinx.com デザインの保持

UG747 (v 13.1) 2011 年 3 月 1 日

まとめ

http://japan.xilinx.com


デザインの保持 japan.xilinx.com 25
UG747 (v 13.1) 2011 年 3 月 1 日

付録 A

その他のリソース

ザイリンクス リソース 
• 『ISE Design Suite : インス トールおよびラインセス  ガイ ド』 (UG798) :

http://japan.xilinx.com/support/documentation/sw_manuals/xilinx13_1/iil.pdf 

• 『ISE Design Suite 13 : リ リース  ノート  ガイ ド』 (UG631) : 
http://japan.xilinx.com/support/documentation/sw_manuals/xilinx13_1/irn.pdf 

• ザイ リ ンクス資料 :
http://japan.xilinx.com/support/documentation.htm

• ザイ リ ンクス用語集 :
http://japan.xilinx.com/support/documentation/sw_manuals/glossary.pdf 

• ザイ リ ンクス  サポート  :
http://japan.xilinx.com/support.htm

• ビデオ デモ :
http://japan.xilinx.com/products/design_resources/design_tool/resources/index.htm

PlanAhead 資料

• 『PlanAhead ユーザー ガイ ド』 (UG632) :
http://japan.xilinx.com/support/documentation/sw_manuals/xilinx13_1/
PlanAhead_UserGuide.pdf 

• PlanAhead 手法ガイ ド  :
http://japan.xilinx.com/support/documentation/dt_planahead_planahead13-1_userguides.htm 

• 『階層デザイン手法ガイ ド』 (UG748)
http://japan.xilinx.com/support/documentation/sw_manuals/xilinx13_1/
Hierarchical_Design_Methodology_Guide.pdf

• PlanAhead チュート リ アル :
http://japan.xilinx.com/support/documentation/dt_planahead_planahead13-1_tutorials.htm

• 『PlanAhead ソフ ト ウェア チュート リ アル : デザイン解析およびフロアプラン』 (UG676)
http://japan.xilinx.com/support/documentation/sw_manuals/xilinx13_1/
PlanAhead_Tutorial_Design_Analysis_Floorplan.pdf
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